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再生可能な化学資源として有望な植物由来の炭化水素類を基幹化学品の原料へと変換する

基盤技術の構築が精力的に研究されており，固体触媒を用いた環境負荷の少ない変換プロセ

スはその変換法の一つとして注目されている．本講演では，固体酸化物表面に生成したルイ

ス酸サイトが水中でも機能すること，さらに植物由来糖類の逐次的な異性化（ヒドリド移動）・脱

水反応を進行させ有用なフラン類・有機酸を生成できることを紹介する．具体的には，グルコー

ス（植物の主要な構成糖）やグリセロールの酸化体であるトリオース（バイオディーゼル合成 /

油脂化学工業で大量に副生する炭化水素）を原料とし，酸化チタンや酸化ニオブを用いて水溶

液内で（5-ヒドロキシメチル）フルフラールや乳酸を生成する触媒反応系について発表する． 
 
問合せ先： 触媒化学研究センター・福岡 淳（ fukuoka@cat.hokudai.ac.jp・011-706-9140） 
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